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この「ＧＴＩＮ運用基準書」は、２００７年３月からのＧＴＩＮ運用開始に伴う

ＧＴＩＮへの対応方法を、コード運用担当者用にまとめた資料です。

別紙の「ＧＴＩＮ説明会資料」の補足資料として扱って下さい。
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Ⅰ．ＪＡＮ

(1)　ＪＡＮコードとは

JANコードは、消費者が購入する単位で商品にバーコードと共に表示される。
店頭POSレジおよび入出庫検品時のスキャナによる自動読み取りに利用され
受発注・棚卸・在庫管理・販売管理システムなどに利用されている。
さらに公共料金等の支払システムへの利用など利用分野の拡大がみられます

(2)　ＪＡＮコード体系

① ＪＡＮ13桁コード メーカコード（７桁）＋アイテム（５桁）＋C/D(1桁）
メーカコード（９桁）＋アイテム（３桁）＋C/D(1桁）

② ＪＡＮ8桁コード メーカコード（6桁）＋アイテム（1桁）＋C/D(1桁）
（ガム等の小型商品に使用しているが、日本のみの運用）

(3)　ＪＡＮバーコード規格（13桁）

(4) JANコードを変える場合

① ＜通常品＞ パッケージに表示されている内容の変更
② ＜通常品＞ 商品の成分・機能変更（消費者にアピールする場合）
③ ＜通常品＞ パッケージの外寸法が20％以上変更
④ ＜販促品＞ ボーナスパック（増量し、通常品と同じ価格で販売）
⑤ ＜販促品＞ コンビネーションパック（通常、別売品をまとめて販売）
⑥ ＜季節品＞ 通常品と異なる包装の場合（重量・数量・価格は同じ）
⑦ ＜季節品＞ ある時期の特性を持ち通常品と価格が異なる商品
⑧ ＪＡＮコードの設定は、以下の項目がいずれか一つでも異なっていれば
商品アイテムコードを変えることが原則になっております

商品名が異なる場合 ○○シャンプー、××シャンプー
希望小売価格が異なる場合 100円売り、500円売り
素材（原材料）が異なる場合 コーヒー（ブラジル産、ジャワ産）
サイズが異なる場合 大袋、中袋、小袋
容量が異なる場合 100g入り、500g入り
包装形態が異なる場合 袋物、箱物、缶詰、瓶詰
色が異なる場合 ピンク、ブルー、ホワイト
味が異なる場合 カレー味、バーベキュー味
香りが異なる場合 ジャスミン、ブーケ
販売単位が異なる場合 3個入り、5個入り
セット商品で、価格または中身調味料2ヶと食用油3本入りセット
（組み合わせ）が異なる場合 調味料3ヶと食用油2本入りセット

(5) ＪＡＮシンボル１３桁，８桁による商品への印刷表示は変わりません。

２

23.8 29.83

項目 例

　利 用 用 途 ﾎﾞｰﾙﾍﾟﾝ 筆記用具 一般品 ｹｰｽ

バーコードの高さ 5.0 6.2 18.29 22.86 27.43
75.48

倍率 0.5 0.62 0.8 1.0 1.2 2.0
バーコードの長さ 18.65 37.29 44.75

一般品

規格外 規格内

45.72
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Ⅱ．ＩＴＦ

(1)　ITFコードとは

集合包装用商品コードは、物流システムにおける世界共通の商品コードとして物流の効率化に利用されています
段ボールなどの集合包装に印刷表示するためのバーコードシンボルがITF（Interleaved Two of Five）シンボルです。
段ボールなどに表示されたITFシンボルを読み取ることにより、入出荷検品、仕分け、棚卸しなどを自動的に、

迅速、正確、効率的に行うことができます。
 ＩＴＦシンボル１６桁が２０１０年３月以降，原則として使用できなくなります。

(2)　ITFコード体系

①　メーカコード７桁 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ･ｲﾝｼﾞｹｰﾀ(1桁)＋メーカコード（７桁）＋アイテム（５桁）＋C/D(1桁）
②　メーカコード９桁 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ･ｲﾝｼﾞｹｰﾀ(1桁)＋メーカコード（９桁）＋アイテム（３桁）＋C/D(1桁）
③　短縮ＪＡＮの時 ﾊﾟｯｹｰｼﾞ･ｲﾝｼﾞｹｰﾀ(1桁)＋０００００＋メーカコード（6桁）＋アイテム（1桁）＋C/D(1桁）

(3)　ＩＴＦバーコード規格

(4) ＩＴＦコードを変える場合

① JANが変更となった場合
② 同一商品が集合包装されその入数が異なる場合
③ 集合包装の中身の構成が変更される場合
④ 販促品で、同一品・別商品を同梱する場合
⑤ 販促品で、期間限定のイベント用販売促進
⑥　ブランド・オーナーの判断による変更

(5) ＩＴＦの付番方法（ＪＡＮアイテム一致型）

① 100円ﾎﾜｲﾄﾁｮｺ 外箱入数：８、内箱入数：６

単品ＪＡＮ　     4912345+01234+0 2003.10発売
ﾎﾞｰﾙITF  8+4912345+01234+6 〃
ｹｰｽITF  1+4912345+01234+7 〃
ｹｰｽITF  2+4912345+01234+7 2004.04企画変更
ｹｰｽITF  3+4912345+01234+1 2004.10企画変更
： ： ：

ｹｰｽITF  7+4912345+01234+9 2006.10企画変更

② 60円ｵﾔﾂｽﾅｯｸ　 (A) 外箱入数：８、内箱入数：６
　　　　　　　　　　　　　(B) 外箱入数：12、内箱入数：４

単品ＪＡＮ　     4912345+02356+8 2004.10発売
ﾎﾞｰﾙITF  8+4912345+02356+4 〃 (A)

ﾎﾞｰﾙITF  ７+4912345+02356+7 〃 (B)

ｹｰｽITF  1+4912345+02356+5 〃 (A)

ｹｰｽITF  2+4912345+02356+2 〃 (B)

ｹｰｽITF  3+4912345+02356+9 2005.04企画変更 (A)

ｹｰｽITF  4+4912345+02356+6 〃 (B)

ｹｰｽITF  5+4912345+02356+3 2005.10企画変更 (A)

ｹｰｽITF  6+4912345+02356+0 〃 (B)

※　軽微な企画変更では、ITFコードを変更しない方が得策です。
　（　４年以内での再利用は原則禁止されています　）
※　ボールＩＴＦは外箱（集合包装）の企画変更等では変えないのが原則です。
   ( ﾊﾟｯｹｰｼﾞ･ｲﾝｼﾞｹｰﾀは、"8"を推奨しますが、その他を使う場合は
取引先に都度連絡を行って下さい）

３

0.8

ﾎﾞｰﾙ内箱

0.25
38.5

0.35
53.8

0.7
バーコードの長さ

倍率

バーコードの高さ 41.4

1.2 1.0

36.1
107,.7

0.62
96.1
32.7

ｹｰｽ(小)バーコードの高さ ｹｰｽ(大)

184.6
48.3

ｹｰｽ(中)

39.5
123.1153.8
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(6) ＩＴＦの付番方法（ＪＡＮアイテム不一致型） ※　ﾊﾟｯｹｰｼﾞｲﾝｼﾞｹｰﾀは常に”0”である

① 100円ﾎﾜｲﾄﾁｮｺ 外箱入数：８、内箱入数：６

単品ＪＡＮ　     4912345+01234+0 2003.10発売
ﾎﾞｰﾙITF  0+4912345+01114+6 〃
ｹｰｽITF  0+4912345+01214+7 〃
ｹｰｽITF  0+4912345+11234+7 2004.04企画変更
ｹｰｽITF  0+4912345+21234+1 2004.10企画変更
： ： ：

ｹｰｽITF  0+4912345+00234+9 2006.10企画変更

② 60円ｵﾔﾂｽﾅｯｸ　 (A) 外箱入数：８、内箱入数：６
　　　　　　　　　　　　　(B) 外箱入数：12、内箱入数：４

単品ＪＡＮ　     4912345+02356+8 2004.10発売
ﾎﾞｰﾙITF  0+4912345+02357+5 〃 (A)

ﾎﾞｰﾙITF  0+4912345+03356+7 〃 (B)

ｹｰｽITF  0+4912345+12356+5 〃 (A)

ｹｰｽITF  0+4912345+22356+2 〃 (B)

ｹｰｽITF  0+4912345+32356+9 2005.04企画変更 (A)

ｹｰｽITF  0+4912345+42356+6 〃 (B)

ｹｰｽITF  0+4912345+55356+0 2005.10企画変更 (A)

ｹｰｽITF  0+4912345+89056+6 〃 (B)

※　軽微な企画変更では、ITFコードを変更しない方が得策です。
※　ボールＩＴＦは外箱が企画変更等では変えないのが原則です。

(7)  ＰＩ（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ・ｲﾝｼﾞｹｰﾀ）の定義

　単品ＪＡＮアイテム不一致型ＩＴＦの場合

　重量などの計量用

(7)　バンド掛け・半製品・荷合せ商品のＩＴＦシンボル意味づけ変更または確認

現在、14912345111119　→　「90」入を表す

　　　意味づけ
　　　　変更

「14912345111119」　→　「30」入と解釈する

※　ＩＴＦシンボルはケースのＩＴＦを表記する

４

　30入

　30入

　30入

備　　　　　　　　　　　　　考

　アドオンバージョン（未使用）9

　単品ＪＡＮアイテム一致型ＩＴＦの場合
　（包装単位等で順次付番する）

0

１～８

ＰＩ 内　　　　　　　容

　ＪＡＮまたは不一致型用

　入り数違いの識別に使用する
　（特梱の場合も１～８で使用する）
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Ⅲ．卸売業での対応

(1)　GTIN運用の対応方針

① 菓子業界での対応
・　２００７年3月からのＧＴＩＮ対応、２００９年10月から新品全面適用
・　ＪＡＮアイテム一致型を推奨。不一致型利用する場合はメーカ責任において周知徹底を行う。
・　ボールJAN表記からボールITF表記への変更（ｲﾝﾃﾞｲｹｰﾀは”８”推奨）「８以外は都度連絡を行う」
・　消費者に、ケース販売／ボール販売する場合は、同一包装形態でのＧＴＩＮを一致させる為に
　　単品ＪＡＮアイテム不一致型の採用となります。
・　ＧＴＩＮ(ITＦ)の４年以内での再利用は原則として避ける

② 食品業界での対応（標準対応）
・　２００７年３月からのＧＴＩＮ対応、大手３４社は２００８年４月迄移行完了
・　ＪＡＮアイテム不一致型は採用する
・　ＧＴＩＮ(ITＦ)の４年以内での再利用はしない

(2)　GTIN運用の実態

① ITFコード（１６／１４桁）をそのまま利用している場合
・　ＩＴＦ16桁とＩＴＦ１４桁の読み取りの共存化対応
・　ＪＡＮアイテム不一致型への対応（ＪＡＮまたはＰＶコードへの紐付け）

② ITFコード（１６／１４桁）からJANを読み取っている場合
・　ＩＴＦ16桁とＩＴＦ１４桁の読み取りの共存化対応
・　ＪＡＮアイテム不一致型への対応（ＪＡＮへの紐付け）

③ JANコード（13／8桁）を利用している場合
・　ボールがＪＡＮからＩＴＦに変更となるので、ＩＴＦ読み取りに変更して→JANコード変換

③ ＩＴＦ/JANコードを利用していない場合
・　当面は未対応

(3)　卸商品マスターに追加が必要な項目（理想型／JANアイテム一致型）

     項　　目　　名 　桁　　数 　　項　　目　　説　　明 　コード例 　入　数 JAN/ITF規格

 メーカ：プライベートコード max16桁 ﾒｰｶｺｰﾄﾞ＋社内コード  　4912345+02356 1
 卸プライベート・コード(単品用） max16桁 卸：社内コード    023561 1
 卸プライベート・コード(内箱用） max16桁 卸：社内コード    023562 6
 卸プライベート・コード（外箱用） max16桁 卸：社内コード    023563 8 48
 単品ＪＡＮコード 13/8桁 最小消費者購入単位    4912345023568 1 1 JAN：0.8/1.0倍

 内箱ＩＴＦコード 14桁 標準内箱用ITFコード  84912345023564 1 6 ITF：0.35倍

 外箱ＩＴＦコード 14桁(16桁）標準外箱用ITFコード  14912345023565 8 48 ITF：0.8/1.0倍

(4)　卸商品マスターに追加が必要な項目（理想型／JANアイテム不一致型）

     項　　目　　名 　桁　　数 　　項　　目　　説　　明 　コード例 　入　数 JAN/ITF規格

 メーカ：プライベートコード max15桁 ﾒｰｶｺｰﾄﾞ＋社内コード  　4912345+02356 1
 卸プライベート・コード(単品用） max15桁 卸：社内コード    023561 1
 卸プライベート・コード(内箱用） max15桁 卸：社内コード    023562 6
 卸プライベート・コード（外箱用） max15桁 卸：社内コード    023563 8 48
 単品ＪＡＮコード 13/8桁 最小消費者購入単位    4912345023568 1 1 JAN：0.8/1.0倍

 内箱ＩＴＦコード 14桁 標準内箱用ITFコード  04912345１23565 1 6 ITF：0.35倍

 内箱ＪＡＮコード 13/8桁 内箱販売用JANコード    4912345123565 1 6 JAN：0.8/1.0倍

 外箱ＩＴＦコード 14桁(16桁）標準外箱用ITFコード  04912345223562 8 48 ITF：0.8/1.0倍

 外箱ＪＡＮコード 13/8桁 外箱販売用JANコード    4912345223562 8 48 JAN：1.0倍

※①　ＧＴＩＮ（ＪＡＮ／ＩＴＦ）から社内管理商品コードに如何に紐付けを行うかが鍵となる。

※②　メーカ→卸売業間、卸売業→小売業間の出荷検品・入庫検品時に利用する場合の
　運用ルールを決めないと混乱を招く恐れがある。

５

価格

100

100
100
600
4800
100
600
4800

価格

4800

540

100
600

100
600

4800

4800
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